
【セミナー開催レポート】 

「ツールベルト世代」の台頭と地域産業の未来 

～若者が回帰する“ものづくり”の現場と、中小企業が選ばれるた

めの条件～ 

人手不足が深刻化する中、地域産業や中小企業はどのように若手人材を確保し、育てていくべきか。 コ

クヨ株式会社 ワークスタイル研究所所長の山下正太郎氏を迎え、米国で起きている「ツールベルト世代」

という新たな潮流と、日本の地域産業が直面する課題について議論を深めました。本レポートでは、講演と

パネルディスカッションの要旨、および中小企業における若手人材の確保・育成・定着における実践的なヒ

ントをお伝えします。 

 

※セミナー当日は参加者100名を超え、関心の高さが伺えました。 

 



 

第1部 基調講演：ツールベルト世代の台頭と日本の未来 

登壇者：山下 正太郎 氏 （コクヨ株式会社 ワークスタイル研究所 所長 / 京都工芸繊維大学 特任

准教授） 

 

1. 「ツールベルト世代」とは何か？ 

これまで「勝ち組」とされてきたオフィスワーカー（ホワイトカラー）ではなく、あえて腰に工具ベルト（ツール

ベルト）を巻く「身体性を伴う仕事（技能職）」を選ぶ若者が、米国を中心に急増しています。 

ウォール・ストリート・ジャーナル等でも報じられたこの現象は、デジタルネイティブである若者が、溶接工や大

工といった「リアリティのある仕事」に回帰していることを示唆しています。 



 

 

2. なぜ今、若者は「現場」を選ぶのか（米国の事例） 

米国で技能職が選ばれる背景には、以下の4つの合理的な理由があります。経営者として注目すべきは、

単なる賃金だけでなく「仕事の手応え」が重視されている点です。 

● 成果の可視化と誇り： PC画面上の作業とは異なり、「家が建つ」「製品ができる」という手触り

感のある達成感が得られる。 

● スキル重視の評価： 学歴（大卒資格）よりも「何ができるか」が重視され、技能次第で高収入

が得られる。 

● 雇用の安定性：技能職は需要が高く安定している。 

● コストパフォーマンス： 学費が高騰する大学進学に対し、借金を背負わずに実利を得られる。 

3. 日本の課題：若者を遠ざけるのは「仕事」ではなく「制度」 

日本においても現場仕事への潜在的なニーズはあるものの、以下の要因が壁となっています。 

1. イメージの固定化： 「3K（きつい、汚い、危険）」のイメージが先行し、現代の現場の魅力や、

実際の報酬体系が伝わっていない。 

2. キャリアパスの不透明さ： 年功序列が強く、技能を磨いても給与に直結しにくい現状は、フェアさ

を求めるZ世代に敬遠される。 

3. 入り口の狭さ： 高校・大学で技能に触れる機会が少なく、インターンシップも就活の一環になり

がちで、技術を学ぶ場になっていない。 



4. これからの「ブルーカラー」の定義 

山下氏は、従来の区分けを超えた新しい働き方を提言しました。 

● スカイブルーカラー： 遠隔操作技術等を活用し、快適な環境から重機等を操作する、ホワイト

とブルーの中間的な働き方。 

● グリーンカラー： 再生可能エネルギーや脱炭素技術など、社会的意義の高い分野に従事する

技能職。 

 

AI時代において、最終的な価値判断や哲学を持つ「人間」の役割はより重要になります。企

業は、多様な技能に触れる「入り口」を作り、SNS等でリアルな声を届け、「自律的に学べる環

境」と「成長実感」を提供することが不可欠です。 

 

 

第2部 パネルディスカッション：「地方から起こす現場革命」 

パネリスト： 

● コクヨ株式会社 山下 正太郎 氏 

● 燕市建設業協同組合 理事長 丸山 光博 氏 

● 新潟県央工業高校同窓会 会長 松縄 嘉彦 氏 

モデレーター： 株式会社つばめいと 山後 春信 氏 

第2部では、燕三条地域の建設業・製造業のリーダーを交え、理論を現場にどう落とし込むかの

議論を展開しました。 



 

1. 現場のリアル：「かっこいい大人」を見せているか？ 

「進路選択に最も影響するのは、かっこいい大人に出会ったかどうかである」という山下氏の指摘

に対し、現場からは意識変革の必要性が語られました。 

● ありのままの発信： これまで「きつい現場（冬場の除雪等）」は隠すべきものとされてき

たが、丸山氏は「社会インフラを守る厳しさやリアルな姿こそが、逆に『かっこいい』と共感を

呼ぶ可能性がある」と認識を新たにしました。 

● 物語の発信： 綺麗なPR動画だけでなく、働く人の泥臭い物語や、「ありがとう」と言われ

る瞬間のエピソードを発信することの重要性が確認されました。 

2. 教育現場との連携と「実学」の復権 

高校の統廃合が進む中、松縄氏は「単なる数合わせではなく、相乗効果を生む統合」を提言し

ました。 



● 最先端技術だけでなく、基礎となる「実際に手を動かして物を作る（実学）」の経験こそ

が、若者のキャリアの土台になると強調されました。 

3. 企業間連携による新たな仕組み 

中小企業単体では解決できない課題に対し、地域全体で取り組むアイデアが出されました。 

● ワークシェアリング構想： 閑散期に同業者間で仕事を回し合う仕組み（アプリ等）を

作ることで、常に稼働している安定した姿を見せ、地域の職人のステータス向上を図るとい

う提案がありました。 

 

総括 

本イベントを通じて、人手不足解消の鍵は「若者の意識」を変えることではなく、「受け入れ側

の意識と制度」を変えることが重要であると示唆されました。 

「ツールベルト世代」の台頭は、ものづくり企業にとって追い風となり得ます。デジタルの感性を

持つ彼らを、アナログな現場がいかに受け入れ、アップデートできるか。そこに地域産業の未来

がかかっていると考えられます。 

そして、自律的な学びをどう地域内で生みだしていくか。学びたいというモチベーションをどう生

むか。地域の大人が青臭く夢やビジョンを語ることが、地域全体をドライブさせていく活力となり

そうです。 

 

 

 

 

 

 


